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今回受賞対象となった「数値解析」は、先進理工

学部の電気・情報生命工学科における選択科目とし

て設置されている。2019年度春学期の履修生は約

150名弱で、これは同学科の1学年の定員に相当す

る。「実際は再履修の学生もいるので全員ではありま

せんが、かなりの割合の学生が履修していると思われ

ます」。 

 

この授業では、さまざまな現象をコンピュータで再現

するスキルを身につけることを目指す。コンピュータを通

したシミュレーションでは、リアルな実験に比べて経済

的・時間的コストが削減できるだけでなく、危険を伴わ

ず、かつ実際には実験不可能なものでも試せるといっ

たメリットがあり、未知の領域の開拓にもつながるという。

「これを学ぶと自分にとってどんな良いことがあるのかが

分かるとモチベーションも上がるので、最初にそこをしっ

かり伝えています」。 

 

 コンピュータを使用することから情報系の科目と思わ 

れがちだが、それだけではなく、生命系、電気系、電

子系など多様な分野とも融合する学問なのだというこ

とを、なるべく具体的に説明する。「解析にはプログラミ

ングの知識も必要ですが、自分が再現しようとする現

象を正しく理解する知識も必要です。五輪でいえば十

種競技のような総合的な知識が要求されるのです」。 

 

 履修対象は1年次以上となっているが、実際は2年

次の春学期に履修するケースが多い。各分野の基礎

知識として1年次の授業で論理的なことを学んでおり、

この授業ではそれを具体的な数値で表すとどうなるか

という理解を目指す。「1年で学んだ定性的な理解に、

この授業で定量的な理解が加わる。その両輪が揃う

ことで初めて意味があるのだということも理解してもらい

ます」。 

さらに、この科目と他の科目を合わせるとどんなこと

ができるか、将来研究者になるとどんな可能性がある

か、そのためにどういうことを考えなくてはいけないか、と

いうことにも話題を広げる。「たとえば文系でも経済の

履修生が100名を超えるような大人数のクラスでは、学生全員が 

満足する授業を行うのはたやすくない。そんななかで、若尾教授の 

授業は履修生が百数十名という状況でありながら、学生アンケート 

の点数のみならず授業運営の適切さ（学生授業アンケートの 

自由記述回答の内容、成績分布など）でも高い評価を受けた。 

そこにはどんな工夫がされていたのだろうか。 

学んだ先の可能性をロードマップとして示し、モチベー
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分野の価格予測などに、このシミュレーションは応用可

能です。つまり、どんな方向に進む人にも関係するスキ

ルなのだということです」。 

 

2年次の春学期は今後の専門領域を決めていく時

期でもある。そんなタイミングでこの授業を受けることの

意義も考慮し、他の授業との関連も示唆しながら、

ロードマップを見せる。「今後自分がやりたいことを考え

るきっかけになることも意識して、全体の流れの中での

この授業の位置づけを理解してもらおうと努めていま

す」。 

 この科目を担当して20年以上経つが、昔を振り返

ると多くを詰め込みすぎていたと感じているという。「15

回の授業でエキスパートになれるわけではない以上、

いかに削ぎ落として本質を理解させるか。それで興味

を持てば後はどんどん伸びていきますから」。 

 

 重要なのは、計算のためのアルゴリズムや式を覚える

ことではないのだと強調する。「大事なのは式を解釈で

きること。ノートに書いたことを単に覚えるのではなく、

式の意味をしっかり理解することに重きをおくように言っ

ています。丸暗記ではつまらなくなるし、木を見て森を

見ずにならないためにも、フォーカスすべきところを最初

にガイダンスするよう努めています」。 

 

 授業中には例題を多く出す。「理解を深めるには自

分の手を動かすのが一番なので、本質を理解できるよ

うな例題を解かせています」。その際、まわりの学生と

相談したり、答え合わせをしたりすることを推奨している。

「関数電卓を叩きながら例題に取り組みつつ、他の学

生と議論することで、現象のイメージと式の表現する

内容が実感として結びつくようになります」。 

 

 

 質問は授業中だけでなく、授業終了後も遠慮なく

研究室を訪れるよう促している。メールで日程調整し

てからくる学生もいるが、不在時に来た学生には研究

室にいる大学院生にも対応してもらっている。「学生に

は、ためこむと後が大変になるので、疑問点はなるべく

その週のうちに聞きに来るようにと話しています」。 

 

 評価の1割はレポートで、9割は試験で行うが、試験

は学期末に１回ではなく、3回に分けて実施している。

「学生に聞くと分けてほしいという意見が多いですね。

採点の手間を考えると１回にまとめた方が楽なのです

が、理解すべき要素がたくさんあるので、彼らにとっては

小分けにする方がよいようです」。 

 

若尾教授は2015年度の春学期にもティーチングア

ワードを受賞している。「前回は30名程度の少人数ク

ラスの科目が対象だったので、学生の顔も分かるし手

厚い対応ができたという実感がありました。しかし、この

ように多くの学生が履修している授業では賛否両論は

あるだろうと覚悟していたので、今回のような評価をも

らえたことには私自身が驚いています」と謙遜する。あ

えて要因を尋ねると「式が表現している本質を理解す

る楽しさが伝わったのでしょうか。コンピュータで現象を

再現することの醍醐味の一端を感じてくれたのだとした

ら、とてもうれしいですね」。 

 

 

技術的なことにとらわれず、 
式を解釈する力に重きを置く 


